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研究成果の概要（和文）： 
 マルセル・プルースト作『失われた時を求めて』第一篇は 1913 年に発刊された。当初は大

きな反響を呼ばず，続巻もしばしば厳しい批判を受けたこの作品は，しかしながら 1930 年代

にはその評価が確立したと言って良い。本研究は，この変化の最大の要因と考えられる当時の

文芸批評の傾向のいくつかを，1913 年から 1939 年の間に発表されたプルーストに関する新

聞・雑誌記事，ならびに他の作家の作品との関連性を分析することによって明らかにしたもの

である。また，基礎資料として記事，図書 1,870 点を収集・整理するとともに，文献データ管

理のシステム作りを行った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  The first tome of Marcel Proust’s À la recherche du temps perdu was published in 1913. 
This novel, which did not attract a great response initially and even received harsh 
criticism for some tomes, nevertheless established its reputation before the end of the 
1930s. This study clarifies some critical tendencies which allowed this change, through the 
analysis of journal reviews, periodical articles and literary works by various authors, 
relating to Proust and published from 1913 to 1939. This analysis involved the collection of 
1,870 articles and books and the construction of a system of data management. 
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１．研究開始当初の背景 
 『失われた時を求めて』が，様々な批判を
受けつつも、1930 年代末頃までに「名作」
としての地位を獲得したことは、本研究に先

立つ調査の結果、確認済みであった。しかし
批判から賞賛へという転換を可能にした要
因については必ずしも明らかではなかった。  
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２．研究の目的 
 作品に内在する絶対的な価値のみが問題
であれば、作品評価が変化することはない。
評価の見直しは、受容側の感受性が、個々の
読者の感性はもとより、地域や時代にも大き
く依存し、変化することから生ずるのである。
文芸批評は、そのような変化を反映すると同
時に、逆にプルースト作品に対する評価形成
に一定の役割も果たしたと考えられる。また、
プルーストと比較される他の作家・作品は、
当時の小説群におけるプルースト作品の位
置づけを知るにあたって重要な指標となる。 
 そこで本研究は、世論形成と反映の場であ
る新聞・雑誌の記事、とりわけ他の作家との
比較を含むものに注目し、分析することによ
って、『失われた時を求めて』第１編発売か
ら第二次大戦開始までのフランスにおける
小説作品受容の様相とその変遷の一端を明
らかにすることを目指した。 
  
３．研究の方法 
 1913年から 1939年の間に主としてフラン
ス本土で発表された新聞・雑誌記事および文
芸作品の収集とその分析を行った。その際、
研究規模に鑑み、プルーストへの言及がある
記事、プルースト作品と比較対照された小説
を対象とした。同時に、収集した文献データ
を適切に保存、管理，利用する方法を構築し
た。 
 
４．研究成果 
(1) 関連資料の収集 
① 先行研究で指摘されている資料情報を参
照しつつ、関連資料の調査を行った。その結
果、先行研究の誤りを修正するとともに、新
資料を発見することができた。 
 
② 収集作業は主に図書館相互利用による貸
借、複写、複製や古書の購入によったが、必
要に応じ，所蔵館での書き写し作業も可能な
限り行った。これにより、過去に入手済みの
資料を含め、分析対象となる資料（記事、図
書）1,870 点を手元に収集、整理することが
できた。 
 
③ 国内外の各種図書館横断検索システムを
はじめとする通常の調査方法では発見でき
なかった資料体の存在が明らかになった。  
 地方紙は所蔵館が少なく、また、状態の悪
化のため閲覧も難しいケースが多々ある。と
ころが各館への問い合わせの過程で、所蔵館
によるデジタル化が進められているケース
がいくつか判明した。たとえばフランスで最
も古い地方紙とされるルアン新聞（Le 
Journal de Rouen) のマイクロフィルム版を
ルアン公立図書館で閲覧した際、近隣のセー
ヌ・マリチム県立文書館がデジタル版を作成

中であることを知らされた。（調査当時は現
地閲覧のみ可能であったが、現在では公開さ
れている。）このようなケースはほかにもあ
り、また今後増加すると思われる。今後の資
料調査においても常に注意を払う必要があ
る。 
  
(2) 関連資料ライブラリの作成 
 収集した大量の資料を必要に応じて取り
出し，参照できるよう整理し，ストックした。
書誌情報は市販の文献管理ソフトと表計算
ソフトを使用して管理し，著者，タイトル等
だけでなく，キーワードと本文の重要箇所に
含まれる単語からも検索できるようにした。 
 
(3) 書誌情報出力ソフトの作成 
 市販の文献管理ソフトでも，ある程度まで
は指定の形式で書誌情報を出力することは
できる。しかしフランスで一般的な文献記述
方法は欧米方式とは異なっており，しばしば
これが問題となる。また管理上，インデック
スの作成も必要であったが，市販ソフトでは
対応できなかった。 
 そこで専門業者と協議しながら独自のソ
フトウエアを作成した。これにより，資料情
報を最適の形式で書き出し，雑誌名別，作者
別インデックスをわずかな手順で作成する
ことが可能になった。 
 
(4) 資料分析 
① プルースト受容全般については，おおむ
ね次のような経過をたどった。作品に対する
批判は複雑な文体，登場人物の人格崩壊，同
性愛のテーマなどに向けられているが，精緻
な心理描写については当初から評価されて
いた。1922 年，プルーストの死を契機とし，
未完の続巻への期待と草稿資料に対する関
心が増大する。死後出版となった３篇のうち
最初の『囚われの女』は，1919 年にゴンクー
ル賞を受けた第２篇以上の反響を持って迎
えられた。1927 年の最終刊発行をまたずして
最初の伝記が出版され、大きな反響を呼んだ。
最終巻刊行後、３０年代に入ると激しい批判
は減少し、版元が登場人物インデックスやア
ンソロジーを出版するなどして作品の普及
に努めた。その一方でプルーストに関する回
想記事や書簡が多数発表され、1930 年からは
書簡集も刊行された。プルーストに関するモ
ノグラフィーも出版されたが、いわゆる「研
究」レベルとしては初期段階にとどまってい
た。 
 
② プルースト批評においては、他の作家と
の比較もしばしば行われた。プルースト以前
のフランス作家のなかでは，複雑な文体につ
いてはサン＝シモン侯爵，心理描写について
はバンジャマン・コンスタンやスタンダール，



社会の広い層に属する多くの人物を作品に
登場させたことについてはバルザックが繰
り返し比較の対象となっている。総合すると
プルーストは，同時にこれらの作家のいずれ
とも類似することとなり，全体としては矛盾
が生じる。けれどもこのような批評の傾向は，
既知の有名作家と関連づけることによって，
評価の定まっていない作家，作品を位置づけ
る作業だと考えれば理解できることである。 
 外国語で書かれた作品については，原作に
遅れてフランス語訳が出版されるため，過去
の作家であっても，当時アクチュアルな話題
を提供していたものもある。ジョージ・メレ
ディス（1828-1908）は，生没年から考える
と 19 世紀の作家と言ってよいが，その代表
作『エゴイスト』の仏訳が出版されたのは
1924 年のことである。プルーストの文体や物
語の展開の「難解さ」については，このメレ
ディスが引き合いに出されることが多い。 
 ドストエフスキーの場合は，19 世紀末から
仏訳が出されていたが，1911 年にジャック・
コポー脚色による『カラマーゾフの兄弟』が
上演され，20年代にかけても雑誌『新フラン
ス評論』が盛んにドストエフスキーを取り上
げた。プルースト作品の登場人物に人格の統
一が欠けているという問題は、一時期批判の
要因であったが，多くの批評がこの点をドス
トエフスキー作品やフロイト理論によって
説明している。同じ問題についてジャック・
リヴィエールが，その人間理解の深さにおい
て，プルーストは 17 世紀の古典作家にも比
肩し，よってフランスの伝統に連なる古典的
作家であると主張したこととは対象的に見
える。しかしいずれの場合も、「外国的なも
の」は特異性を，「フランス的なもの」は普
遍性を体現するという，根本的には同一の考
えが当時の批評に見られるということに他
ならない。 
 
③ 批評家が最も頻繁にプルーストと結びつ
けたのは，同世代のフランス作家、アンド
レ・ジッド（1869-1951）とポール・ヴァレ
リー（1871-1945）である。ヴァレリーは詩
人であるが，この時期，この３名はしばしば
ワンセットで言及される。たとえばル・タン
紙の書評欄担当者ポール・スデーが三者に関
する書評をまとめてそれぞれの名前をタイ
トルとする冊子とし、さらにはその三冊をセ
ットにして再版したほか、ギュスターヴ・ラ
ンソンの『文学史要覧』に記述された最初の
２０世紀の作家もこの三名である。確かに年
齢もほぼ等しく、青年期に象徴主義の影響を
受け、一次大戦を生き延びた作家としての共
通項はある。しかしながらこの現象の理由は，
必ずしも明確ではない。詩人ヴァレリーはも
とより、同性愛のテーマを共有するジッドと
プルーストについてすら、その作品の直接比

較が十分行われたとは言えないし、ヴァレリ
ーとジッドが『新フランス評論』プルースト
特集号（1923 年 1 月）に寄せた文章も、作家
相互の熱心な関心の証左からはほど遠いも
のであった。けれども実際問題として、ジッ
ドやヴァレリーに比べて代表作発表も、知名
度の獲得も遅かったプルーストにとって、20
年代以降も存命で活躍を続けたこれらの作
家と並列されることは、その評価の安定に益
したといえよう。 
 
④ その他同時代の作家との関連性は一様で
はない。まずプルースト作品をある意味直接
取り入れたケースとして、風刺ではないパス
ティッシュが二点発表されている。ひとつは
当時、様々な作家の模作を行って大成功を収
めたポール・ルブゥの『…風に』で、プルー
ストの文体模写は、1925 年、まず雑誌に掲載
された。いまひとつは、戦後プルーストの伝
記を書くことになるアンドレ・モロワの『チ
ェルシーの方』（雑誌掲載は 1929年）である。
モロワはインタビューで、プルーストをより
よく理解するために書いたと述べている。  
 作家自身がプルーストについての記事を
執筆することはそう多くないが、インタビュ
ーという形でプルーストへの賛辞を述べて
いる例として、ジャック・ド・ラクルテル
（1888-1985）、コレット（1873-1954）、ジョ
ゼフ・ケッセル（1898-1979）、ジョルジュ・
ベルナノ（1888-1948）等の名を挙げること
ができる。作品のテーマの点で、プルースト
と共通点を持つ小説家たちであるが、それぞ
れの作風は異なっている。またプルーストの
影響が直接これらの作家の作品に見受けら
れるかといえば、当時の批評はこれを実証し
ている訳ではない。ただ 1900 年代にはコレ
ットが、その他の作家たちも 1920 年代には
代表作を発表し、著名な小説家であったこと
は間違いなく、彼らの意見表明は、ジッドと
ヴァレリーの場合と同じ影響を与えたと考
えるのが妥当である。 
 プルーストの心理描写は当初から評価さ
れていたが、20 年代には、レイモン・ラディ
ゲ作『ドルジェル伯爵の舞踏会』（1924 年刊）
の評に、ラディゲは心理描写においてプルー
ストに劣ると述べた例が見られる。スタンダ
ールに代わり、今度はプルーストが心理描写
の技量評価の基準としてあげられているの
である。同様の例は、時代が下るに従って増
加する。こうした言及が繰り返されることに
よってもプルーストの権威付けが行われた
と考えられる。 
 
 新聞・雑誌の論評は、研究論文ではない。
小説作品を詳細に検討する余地はない。そこ
で言及される作家、作品の名前は、その背後
に暗黙の前提を隠した記号として機能する。



プルースト批評の中で他の作家が言及され
る時、あるいは他の作家からのプルースト評
価が表明されるとき、読者はその「前提」を
推量しながらプルーストの位置づけを知る
と同時に，自分の中のプルースト評価を修正
していく。さらなる検証には、多くの作家を
軸とした同様の資料調査・分析が必要となろ
うが、このフィードバックが十全に機能した
ことは、プルーストの評価を高めた要因のひ
とつであると考えられるのである。 
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